
令和５年度事業計画 

 

全国で高齢者が増加する中、全国シルバー人材センター事業協会では、平成３０年度から

令和６年度を期間とする「第２次会員１００万人達成計画」を作成し、会員拡大に取り組ん

できましたが、コロナウィルス感染症の感染拡大及び高齢者の多様な就労環境の整備により、

会員数は、令和２年度から大幅な減少傾向にあり、令和４年度末においてもさらに５～６，

０００人減少すると見込んでいます。 

こうした情勢の中、愛知県は前年度を上回って推移しており、全国の都道府県連合の中で

も数少ない団体の１つとなっています。当センターの会員数は、横ばいまたは微増傾向にあ

り、令和５年度も、引き続き入会しやすい条件を整え、さらなる会員増に繋がる努力をして

いきます。 

今年度は、インボイス制度導入に伴い、やむを得ず事務費を引き上げることとなりますが、

発注者様の理解を得ながら今後も会員と就労先とのよりよいマッチングを心がけていきます。 

老後の生きかたは人それぞれでありますが、シルバー人材センターは、人生１００年時代

を見据え、地域の高齢者が就業を通じて地域社会に貢献し、高齢者の生きがいや居場所づく

りの場として、その果たす役割はますます重要度を増しています。 

シルバーの基本理念である「自主・自立、共働・共助」を基本におき、令和５年度も次の

とおり基本方針・実施計画を掲げて事業に取り組んでまいります。 

１ 基本方針 

（１）就業機会の確保と提供 

（２）研修会・講習会の実施 

（３）調査研究及び相談 

（４）安全就業と事故防止 

（５）普及啓発活動の推進 

（６）組織の充実 

（７）事業運営の厳格化 



２ 実施計画 

（１）就業機会の確保と提供 

会員にふさわしい業務の確保と提供に努めます。愛知県シルバー人材センター連合会

（以下「県シ連」という。）が行う労働者派遣事業(シルバー派遣事業)、職業紹介事業を

効果的に活用していきます。 

ア 会員の増加を図るとともに、会員の就業ニーズにあった「請負・委任」の就業機会

の拡大、適切な配分金額の設定に努めます。 

イ 県シ連が行う労働者派遣事業の求人の開拓、会員と企業の人材ニーズの調整、業務

拡大に向けての調査・検討に努めます。 

ウ 県シ連が行う職業紹介事業により、地域の就業を希望する高齢者に対応する職業を

紹介します。 

エ 地域社会の活性化と高齢者福祉の向上に寄与し、会員の生きがいや仲間づくりにつ

ながる事業の展開に努めます。 

オ 高齢者や障害者の介護・生活援助に資する訪問型サービス事業（生活支援サービス）

に取り組んでいきます。 

カ 就業会員募集状況を会員広報、ホームページ、窓口に掲示し、ショートメールで配

信するなど、就業状況の提供に努めます。 

（２）研修会・講習会の実施 

会員の技術向上、会員相互の意思疎通を図るため、各種研修会、講習会の開催に努め

ます。 

ア 職群班（草刈り、剪定等）ごとの研修会、講習会を実施し、会員相互の技能・資質

の向上に努めます。 

イ 会員による指導員制度を継続します。 

ウ 派遣労働者の教育訓練を実施します。 

エ 県シ連が開催する研修会等に参加し、資質向上に努めます。 

 



（３）調査研究及び相談 

高齢者の就業率向上のため、発注者や会員を対象に調査研究を行うとともに、就業機

会の提供を目的とした相談等を行います。 

ア 発注者を対象にアンケート調査を行い、その結果をセンターの運営に反映させるよ

うに努めます。 

イ 入会説明会の開催に柔軟性を持たせるとともに、入会時の希望職種を丁寧に聞き取

り、適宜、発注相談、就業相談に応じます。 

（４）安全就業と事故防止 

会員の安全・安心な就業のため、安全講習会などにおいて安全意識の高揚に努めます。 

ア 安全就業や健康診断の受診など、自身の健康管理に対する意識啓発に努めます。 

イ 会員を対象にした安全講習会を開催し、事故防止に努めます。 

ウ 安全委員会委員及び安全就業推進員による巡回パトロールを定期的に行います。 

（５）普及啓発活動の推進 

事業に対する理解を深めるため、事業目的、活動内容などの周知を図ります。 

ア シルバーだより、チラシ、ホームページなどを活用し、就業機会の開拓に努めます。 

イ 会員広報の発行や行政が実施するイベントに参加するなど、事業の普及啓発に努め

ます。 

ウ 環境意識の高揚を図るため、剪定枝葉のチップ化事業の推進に努めます。 

エ 自主事業を活用して市の行事等に参加して普及啓発に努めます。 

オ シルバーの日に清掃活動を実施するなど、広く市民の皆さんへの理解が深まるよう

に努めます。 

（６）組織の充実 

班組織を活用し、会員の自主的参加の自覚と行動を促進していくとともに、会員相互

の自主的な取り組みと効果的な運営に努めます。 

ア 地域班、職群班等の組織を通じて、会員自らが就業開拓できるように努めます。 

イ 班組織を活用し、センターと会員、会員相互の連携を図るとともに、人材発掘に努



めます。 

ウ ポイント制度を活用し、会員自らが事業へ参加する意識を高まるよう、活動内容等

の充実に努めます。 

エ 他センターへの調査、視察研修等を通じて、新たな自主事業の発掘を研究していき

ます。 

（７）事業運営の厳格化 

限られた財源を有効に活用できるよう適正な財政運営を行うとともに、効率的な組織

運営に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度月別計画 

項 目 理事会・委員会 研 修 会 等 そ の 他 

 ４月 

 

顕彰審査委員会 入会説明会(12日) 会員広報発行 

 ５月 決算監査 

総務委員会 

理事会 

入会説明会(12日) 除草作業中の事故防止キャンペーン(5月～8月) 

 ６月 広報委員会 

定時総会（14日） 

入会説明会(15日) 

連絡委員会議 

草刈・芝刈り講習会 

会員広報発行 

東海シルバー連絡協議会通常総会・経験交流課)(9日) 

県シ連定時委総会(20日) 

 ７月 総務委員会 

理事会 

安全委員会 

入会説明会(12日) 安全・適正就業推進強化月間 

安全・適正就業推進大会 

安全就業標語の募集 

 ８月 広報委員会 入会説明会(9日) シルバーだより発行 

会員広報発行 

 ９月 総務委員会 

理事会 

安全委員会 

入会説明会(13日) 

剪定講習会 

塗装講習会 

剪定作業中の事故防止キャンペーン(10月～12月) 

安全標語選定 

１０月 広報委員会 入会説明会(11日) 

安全講習会 

草刈・芝刈り講習会 

事業普及啓発促進月間 

シルバーの日」ボランティア活動(第3土曜日) 

会員広報発行 

県シ連事業推進交流大会 

１１月 総務委員会 

理事会 

入会説明会(8日) 

草刈・芝刈り講習会 

 

１２月 広報委員会 入会説明会(13日) 

しめ縄作り講習会 

会員広報発行 

就業途上中の事故防止キャンペーン(12月～1月) 

 １月 総務委員会 

理事会 

入会説明会(10日) シルバーだより発行 

 ２月 

 

広報委員会 入会説明会(14日) 会員広報発行 

 ３月 総務委員会 

理事会 

安全委員会 

入会説明会(6日)  

 


